
総事業費
（円）

臨時交付金充当額
（円）

取組の効果

1 単

感染症対策応
援給付金支給
事業（放課後児
童クラブ関係）

放課後児童クラブ委託事業所に対し、新型コロナウイルス感染
対策等の支援として、従事者数に応じた給付金を支給する。

R3.4 R3.7 1,000,000 1,000,000 

従事者数に応じた給付金を支給するこ
とにより、新型コロナウイルスの感染リ
スクがある中で心身ともに負担がかか
る従事者を支援することができた。

2 単
学生生活応援
事業

コロナ禍により外出自粛等を強いられている本市出身のひとり
暮らし学生へ保護者が生活支援物資の送付する費用を助成
し、特産品（新米等）も送付することにより学生を支援する。

R3.4 R4.3 1,226,158 1,000,000 

地元を離れて暮らす学生への県間移動
の自粛を促し、新型コロナウイルス感
染拡大のリスクを下げることができた。

3 単

学校体育館
WIFI環整備事
業（全小中学
校）

コロナ禍においてGIGAスクール構想を推進するため、体育館
及び職員室の無線LAN環境を構築し学習系ネットワークにおけ
る通信環境の円滑化を図る。

R3.4 R4.2 15,561,260 13,000,000 

体育館及び職員室の無線ＬＡＮ環境の
構築及び学習系ネットワークにおける
通信環境の円滑化を図ることで、ＧＩＧＡ
スクール構想の推進及びコロナ禍にお
けるリモート学習環境を整備することが
できた。

4 単

コロナウイルス
ワクチン接種移
動困難者支援
事業

高齢者やマイカーを所有していない交通弱者等の移動困難者
が新型コロナウイルスワクチンを接種するにあたり、タクシー利
用券を交付することにより、タクシー代金を一部助成し、安心し
てワクチン接種が受けられるように支援する。

R3.5 R3.7 319,187 200,000 

新型コロナウイルスワクチン接種を推
進するとともに、移動困難者の経済的
負担の軽減に寄与することができた。

5 単
暮らし応援商品
券事業

新型コロナウイルス感染症の影響による経済対策として、市内
320店舗で使用できる商品券を、市民一人当たり3,000円分配
付し、各家庭と市内事業者の双方への経済支援を行う。

R3.4 R4.3 121,714,307 110,000,000 

商品券を全世帯に交付し、市民の経済
的負担を軽減するとともに、地元店舗
の売り上げに貢献し、地域経済の一層
の振興を図ることができた。

6 単
中小企業者等
給付金事業

新型コロナウイルス感染症の影響により、事業活動に支障をき
たして金融機関から借入を行った市内の中小企業者・個人事
業主に対し、20万円の給付金を支給し、事業継続を支援する。

R3.4 R4.3 8,000,000 6,000,000 

経営安定保証付の融資等を受けた事
業者に給付金を支給することにより、経
営の安定に支障が生じている事業者の
資金繰りをサポートすることができた。

7 単
経営継続給付
金事業

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、2021年1月～12月
において、2019年同月比等で売上が20％以上減少した事業者
（持続化給付金、時短要請協力金、一時金の受給者を除く。）
へ給付金を支給して支援する。

R3.4 R4.3 15,400,000 13,000,000 

事業全般に広く使える資金として給付
金を支給することにより、事業の継続を
支え、再起の一助に資することができ
た。
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8 単
市民雇用促進
助成事業

新型コロナウイルス感染症の影響により雇用情勢が悪化しな
いよう、市民雇用を促進することを目的に、市民を雇用した事
業者へ助成金を交付する。

R3.4 R4.3 9,800,000 8,000,000 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を
受ける事業者に助成金を交付すること
により、市民の雇用確保に寄与すること
ができた。

9 単
公共交通維持
確保事業

新型コロナウイルス感染症の影響により市内の公共交通の衰
退を防ぐため、市内乗合バス事業者、貸切バス事業者、タク
シー事業者に支援金を給付するとともに、タクシーのエコカーへ
の車両更新を支援する。

R3.7 R3.12 8,220,764 7,000,000 

外出やイベント開催の自粛の影響を受
けた市内公共交通事業者に補助金を
交付することにより、事業者の経済的
負担を軽減し、公共交通の維持確保に
資することができた。

10 単
農業経営継続
対策事業

農業従事者が新型コロナウイルスに感染した場合、農業継続
に必要な措置として次のとおり助成する。
１．代替要員の確保に係る経費の1/2を助成。
２．感染者が作業従事した区域（作業場等）の消毒に係る経費
を助成（上限30万円）

11 単
稲敷産米食育
支援事業

市内小中学校児童生徒約2,500人に対して、新型コロナウイル
ス感染症の影響で需要が落ち込んでいる地元産米を食育の一
環として食べ比べセット（あきたこまち、コシヒカリ、ミルキーク
イーン）を送付する。

R3.11 R4.1 8,484,031 7,000,000 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を
受ける米農家を支援するとともに、地元
産米の魅力を知ってもらうことで子ども
たちの食育に寄与することができた。

12 単
情報通信整備
推進事業

市庁舎における新型コロナウイルス感染症対策に備え、分散
型勤務を円滑に行えるようにテレワーク環境の整備、セキュリ
ティーポリシーの見直し、庁舎各フロアのWifiを整備する。また、
デジタル化推進の一環として市民（高齢者等）向けのスマホ教
室を実施する。

R3.8 R4.3 9,922,000 8,000,000 

Wifi環境の整備や行政手続等における
押印廃止等を実施することにより、テレ
ワークやオンライン会議、行政手続の
オンライン化等を推進し、新型コロナウ
イルス感染拡大防止に寄与するととも
に、市民等の利便性の向上を図ること
ができた。また、高齢者等向けのスマホ
教室を開催することでデジタルデバイド
の解消に寄与することができた。

13 単
市民のための
創業支援

新たに創業等をする市民、市内法人に対する既存支援事業
（創業支援事業補助金）において、新型コロナウイルス感染症
対策に追加的な経費を加算して支援する。

R3.4 R4.3 500,000                 500,000                 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響を
受ける創業者の経済的負担を軽減し事
業を支援するとともに、感染症対策を推
進することができた。

14 単
電子図書館整
備事業

図書館利用者の新型コロナウイルス感染症対策として、電子図
書館により来館を伴わない読書環境を整備する。

R3.8 R4.3 10,230,000 9,000,000 

外出の自粛及び図書等への非接触を
推進することで新型コロナウイルス感
染拡大防止を図るとともに、読書の機
会を確保することができた。

15 単
市内公園トイレ
感染症対策改
修事業

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、運動公園、農業者ト
レーニングセンター、市営公園等のトイレを洋式化するとともに
アルコール消毒液等を整備する。

R3.5 R4.3  18,348,209  16,000,000

衛生環境を整備することにより、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止を図るととも
に、市民等の安心・安全を確保すること
ができた。

16 単
給食センター感
染症対策改修
工事

学校給食センターにおけるコロナ感染拡大防止のため、洗面器
給湯配管及びトイレ内洗面器取付工事を行い、施設内設備を
改修する。

R3.7 R3.10 4,510,000 4,000,000 

衛生環境を整備することにより、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止を図るととも
に、職員や給食の提供を受ける子ども
たちの安心・安全を確保することができ
た。

申請者がいなかったため執行なし



17 単
感染症対策物
品購入

体育施設等の公共施設における新型コロナウイルス感染症対
策として、パネル、検温計、消毒用スタンド等を整備する。

R3.5 R3.9 555,170 400,000 

新型コロナウイルス感染症対策用品を
体育施設等に整備することにより、感染
拡大を防止し、クラスター等の発生を抑
制することができた。

18 単
災害時電力継
続供給事業

新型コロナウイルス感染症や大規模停電等で市庁舎が使用で
きない場合に備え、屋外等で継続的な電力供給を可能とする
発電機を整備する。

R3.7 R3.8 5,390,000 5,000,000 

新型コロナウイルス感染拡大等の緊急
時においても、継続して業務を行える環
境を整備することができた。

19 単
市民向け特別
広報事業

新型コロナウイルス感染症に関する注意喚起や緊急経済対策
等の周知を新聞折込、市ＨＰ、郵便、広報誌折込などで状況に
応じて実施する。

R3.4 R4.2 490,853 400,000 

必要に応じ迅速な周知を行うことによ
り、新型コロナウイルス感染拡大に資
するとともに、各種支援制度の利用促
進につながった。

20 単
事業者向け支
援策等広報事
業

新型コロナウイルスの影響を受けている市内事業者等が適切
な支援を受けられるように、国、県、市が実施している支援制度
に関するダイレクトメールを送付する。

R3.11 R4.12 150,548 100,000 

ダイレクトメールによる周知により、各
種支援制度の利用促進に寄与し、事業
者支援を図ることができた。

21 単
事業者向け補
助金申請相談
業務

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事業者等が適
切に補助金等を受けられるように、行政書士による国、県、市
の支援制度に関する相談窓口を開設した。

R3.6 R4.3 247,500 200,000 
相談窓口の開設により各種支援制度
の利用促進及び事業者の混乱解消が
図られた。

22 単
地域公共交通
確保事業（運賃
減収補てん分）

地域の公共交通を確保するため、コロナウイルスの影響で乗
客が減少した市内路線バス事業者に、減収した当該運賃減収
分を補てんする。

23 単
中小企業者等
給付金事業（２
回目融資）

新型コロナウイルス感染症の影響により、事業活動に支障をき
たして金融機関から２回目の借入を行った市内の中小企業者・
個人事業主に対し、20万円の給付金を支給し、事業継続を支
援する。

R3.10 R4.3 23,600,000 20,000,000 

経営安定保証付の融資等を受けた事
業者に給付金を支給することにより、経
営の安定に支障が生じている事業者の
資金繰りを、さらにサポートすることが
できた。

24 単
サプライズ花火
補助事業

コロナ禍で疲弊している市民や地域を元気にするため、サプラ
イズ花火を実施する。

25 単
個別学習用AIド
リルソフト導入
事業

新型コロナウイルス感染症の影響等による臨時休校時におい
ても、子どもたちの学びを保証するため、家庭でも使用できる個
別学習用AIドリルソフトを購入する。

R3.11 R3.12 16,275,600 14,000,000 

個別学習用AIドリルを導入することで、
新型コロナウイルス感染拡大等による
臨時休校時においても、子どもたちの
学びを保証する環境を整えることがで
きた。

26 単
学校施設感染
防止対策事業

学校施設における新型コロナウイルス感染症対策として、アル
コール消毒液、体温計等を整備する。

27 単
幼児教育施設
感染防止対策
事業

幼児教育施設における新型コロナウイルス感染症対策として、
アルコール消毒液、体温計等を整備する。

臨時交付金充当せず

臨時交付金充当せず

臨時交付金充当せず

臨時交付金充当せず



28 単
確定申告予約
システム等導
入事業

市役所等で行う確定申告において、新型コロナウイルス感染拡
大防止の観点から、来場者の集中による会場の混雑緩和、待
ち時間の短縮を図るため、インターネット・電話での「事前予約
制」を導入する。

R3.12 R4.3 3,219,315 3,000,000 

確定申告会場の混雑緩和、待ち時間の
短縮を図り、新型コロナウイルス感染拡
大防止及び市民の利便性向上に寄与
することができた。

29 単
高齢者等買い
物支援事業補
助金

コロナ禍において生活必需品の買い物に伴う外出を少人数・短
時間で実現するため、また、高齢者等への買い物を支援するた
め、移動スーパー実施事業者に補助金を交付する。

R4.2 R4.3 2,000,000 1,000,000 

事業者へ補助金を交付することにより
移動スーパーの安定した運用に寄与
し、外出自粛等の中でも安心して買い
物ができる機会を創出するとともに、移
動困難者等の利便性の向上に資する
ことができた。

30 単
ICT教育支援員
業務委託

新型コロナウイルス感染症の影響等による学校の臨時休業等
の緊急時においても、ICTを活用することによりすべての子ども
たちが学べるよう、ICT支援員を派遣する。

R3.4 R4.3 9,870,432 8,000,000 

学校へICT支援員を派遣することによ
り、ICTを活用した授業における教職員
の負担軽減やノウハウの習得を促すと
ともに生徒へのサポートを行い、より効
果的にICTの活用促進を図ることで、コ
ロナ禍における遠隔授業の実施基盤を
整備することができた。

31 単
デジタル行政推
進事業

コロナ禍において非接触化・非対面化を図るため、RPA導入支
援やキャッシュレス化等を行い、行政手続等のデジタル化を推
進する。

R3.4 R4.3 6,420,898 5,000,000 

行政手続等におけるRPAやキャッシュ
レス決済の導入等を行うすることで、ポ
ストコロナに対応したデジタル改革を実
現し、新しい生活様式の確立及び市民
の利便性の向上に資することができ
た。

32 単
飼料用米補助
事業

新型コロナウイルス感染症の影響により主食用米需要が減少
したことから、米価の下落を抑制するため、主食用米の生産を
減少させる取組を行う農家等へ補助金を交付する。

33 単
水田農業経営
持続化推進事
業

コロナ禍において米価低迷が続く中、水田農業経営の安定化
を目指し主食用米から戦略作物等への転換を推進するため、
補助金を交付する。

R4.2 R4.3 143,162,798 125,391,000 

補助金を交付することにより、生産者の
安定した営農継続への取組を支援し、
需要に応じた主食用米の生産を推し進
めることができた。

34 単
抗原検査キット
購入事業

今後の新型コロナウイルス感染拡大時に対応できるよう、あら
かじめ抗原検査キットを購入し、備蓄する。

R4.2 R4.3 495,000 400,000 
速やかに抗原検査を実施できる体制を
整え、新型コロナウイルス感染拡大防
止を図ることができた。

35 単
予防接種会場
改修事業

新型コロナウイルス感染症対策の一環として、施設への土足入
館ができるようにするとともに、検診や集団予防接種会場として
活用しやすいよう、施設レイアウトを改修するための設計を行
う。

R4.3 R4.3 1,628,000 1,000,000 

新型コロナウイルス感染症に対応し、
集団予防接種等のスムーズな実施に
寄与する設計を行うことができた。

36 単

子育て世帯臨
時給付金事業
（市単独助成
分）

国の子育て世帯への臨時特別給付事業の支給対象外の世帯
に対し、市独自で児童一人当たり10万円を交付し、新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響を受ける子育て世帯を支援する。

R4.2 R4.3 13,811,760 12,000,000 

国の補助メニューの横出しにより市独
自の給付金を支給することで、新型コロ
ナウイルス感染症の影響を受ける子育
て世帯に対し、公平性を確保しながら
経済的負担の軽減が図られた。

臨時交付金充当せず


